
 ■文化施設 「阿波公方・民俗資料館」 のご紹介
　郷土が輩出した征夷大将軍、阿波公方（足利家）
に関するさまざまな資料を展示している「阿波公方・
民俗資料館」をご紹介します。
展示室および主な展示品
常設展示室

第10代征夷大将軍：足利義稙、初代阿波公方：
足利義冬、第14代征夷大将軍：足利義栄の木像、
後醍醐天皇から足利尊氏が拝領した「菊の御紋」
が飾られた平島公方館の大瓦、第９代阿波公方・
足利義根編纂の棲龍閣詩集（阿南市指定文化財）

民俗資料展示室
　明治から昭和にかけて使われた民具（農漁具）など
開館時間　9：00 ～ 16：30
所　在　那賀川町古津 339 番地１
入館料　一般200円、中学生以下無料
　　　　（団体割引等あり）
休館日　毎週月曜日・祝日・年末年始
問い合わせは　同資料館（☎ 42‒2966）へ

 ■中国・四国の作曲家 2012 in 徳島
　 ～創造と交流の祭典～

　すべての曲が今回のコンサートのために作られました。
世界初演の曲をお楽しみください。
日　時　5月12日㈯　12：00 開演
場　所　夢ホール（文化会館）
入場料　一般 2,000 円、学生 1,000 円（全席自由）
第１部　子どものためのピアノ作品プログラム「ＡＷ
　　　　Ａっこが弾く生まれたてほやほやの曲」。徳島
　　　　の子どもたちが徳島をイメージしたピアノ作品
　　　　を演奏します。
第 2 部　室内楽作品プログラム

中国・四国の音楽家による室内楽
ゲスト：鈴木俊哉（リコーダー）

チケット販売所　文化会館、黒崎楽器阿南店ほか
問い合わせは　文化会館（☎ 21‒0808）へ

 ■第51回阿南市美術展
　市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作を、ぜ
ひご覧ください。
日　時　５月４日㈮～６日㈰　9：00 ～ 17：00
　　　　※６日㈰は 16：00 まで
場　所　文化会館　視聴覚室・研修室
入場料　無料
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎ 21‒0808）へ

 ■「ジュニアコンサート」出演者募集　
　音楽が大好きな子どもたちの演奏会です。皆さん
の出演をお待ちしています。
日　時　６月24日㈰　13：00 開演（予定）
場　所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち
　　　　（未就学児童を含む）
演奏方法 電子楽器、音声拡声器を使用しない洋楽
 器による生演奏
演奏形態 独奏およびアンサンブル
申込方法 出演申込書（情報文化センター備え付け） 
 を郵送または持参にて提出してください。
参加費　無料
申込締切日　５月20日㈰必着
問い合わせは　情報文化センター（☎ 44‒5000）へ
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６
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国
内
に
七
十
二
カ

所
の
庄
園
が
あ
っ
た
。
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。
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。
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光
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。
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西
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仏
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わ
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司
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右
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皇
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。
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終
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〈
其
の
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大野本庄があった中大野町。

金
環
日
食
観
望
会
（
参
加
無
料
）

　

徳
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で
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２
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ぶ
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、
日
本
国
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で
は
25
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ぶ
り
に
見
ら
れ
る
金
環
日
食

の
観
望
会
を
実
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し
ま
す
。

　

当
日
は
小
型
の
望
遠
鏡
を
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っ
て
日
食

を
観
察
し
ま
す
。
ま
た
、
日
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観
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き
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０
０
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。
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前
６
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阿
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で
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前
７
時
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分
頃
～
30

分
頃
の
約
４
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間
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に
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
今
夜
の
星
空
と
金
環
日
食
」

投
映
日
時　
５
月
20
日
㈰
ま
で
の
毎
週
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・

日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
、３
時
～

大
型
望
遠
鏡
に
よ
る

天
体
観
望
会
を
再
開

　

天
体
ド
ー
ム
の
故
障
の
た
め
、
長
期
間

休
止
し
て
い
た
大
型
望
遠
鏡
に
よ
る
天
体

観
望
会
を
、
４
月
28
日
㈯
の
夜
間
か
ら
再

開
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
科
学
セ
ン
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ー
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
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合
わ
せ
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科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日
　

１
日
㈫
、７
日
㈪
、14
日
㈪
、21
日
㈪
、

28
日
㈪
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